
　さて、多くの国・地域で採用されている選挙は、国民が自
らのリーダーを投票で選ぶ仕組みだ。そして、リーダーが
変わればその国が進む方向や政策の優先順位は当然変わる。
選挙前後の注目点の1つは「これまでの政策が維持される
のか」「新しい政策は何か」ということだ。2023年に大統領
選挙が行われたアルゼンチンでは、「中央銀行を廃止する」
と訴えるミレイ氏が選挙に勝利し、動向に注目が集まって
いる。ここまで極端なことはないかもしれないが、2024年
に選挙のある地域では「政策変更のリスク」を意識してお
きたいところだ。

　世界人口のおよそ半分が投票所に足を運ぶことになる
とも言われる2024年。タイトルにある米国の大統領選挙
だけでなく、先月ご紹介したインドの総選挙が行われ、ロ
シア・南アフリカ・インドネシア・メキシコでは大統領選挙が、
パキスタンやバングラデシュで総選挙が行われる。また、
欧州議会議員選挙が予定されており、移民の排除など極端
な政策を訴える政党が躍進するのでは？ との見方も強まっ
ているようだ。

2024年は選挙の年？

ビジネスと投資に役立つマンスリーニューズレター

米国大統領選挙とリスク
世界一の経済大国である米国の大統領。グローバル経済に与える影響も大きい重要なポジションだ。
今月は2024年の注目イベントである米国の大統領選について見ていこう。

写真：ロイター/アフロ

重要な選挙が目白押しの2024年

高橋 FPの社長が知りたいお金の話
2024年 お金の制度改正カレンダー

マネークリップ
日本株は、黄金の3年間を迎える？

投資とビジネスに役立つ行動経済学入門
自己奉仕バイアス

達人に学ぶマネーの哲学
ベンジャミン・グレアム

12星座の秘密
やぎ座

1月の主要経済カレンダー
金融政策決定会合 ほか
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　さて、本題の米国の大統領選。こちらは二大政党が政権
を取り合う構図。現政権を担う民主党は、相対的には雇用
や公共福祉に力点を置いたいわゆる「大きな政府」を志向
する政党で、環境政策を重視する傾向にあるとされる。実
際にバイデン大統領は大規模な給付金の支給や、クリーン
エネルギー関連のインフラ投資や産業振興などで大規模
な予算を伴う法案を通した。
　まだはっきりと打ち出されてはいないが、各候補者が掲
げる公約は、当選後に実現されれば、各企業の業績や株価
にも影響を与えるだけに、しっかりと確認しておきたい。
例えば2016年の大統領選挙では、薬価が大きな注目点と
なり、ヘルスケアの株価が影響を受けた。今回はESG投資
をめぐる政治対立が少し気になるところだ。また、米国で
は大統領選の前年に株価が上昇し、大統領選の年は前年よ
り軟調な展開になるというアノマリーがある。これも大統
領選が近づくと、様子見気分が強まる結果だろう。

　具体的な日程を見てみよう。米国の大統領選挙は、各党
の候補者選びから始まる。一番早いのは共和党のアイオワ
州党員集会で、1月15日が予定されている。投票は州ごと
に行われ、それぞれスケジュールや州投票結果を候補者選
びにどう反映させるかも異なる。民主党は2月3日サウスカ
ロライナ州から予備選挙を行う決定をしたが、ニューハン
プシャー州は1月23日を予備選挙の日程にすると正式決定
した。いずれにしてもここから、各党の候補者選びが始ま
り党員集会や予備選挙が集中する3月5日のスーパーチュー
ズデーには大勢が見え、夏の各党の全国大会を経て、よう
やく「本戦」が開始。テレビ討論会なども行われた上で、11
月5日の投開票日を迎えるという流れだ。
　大統領選では、各候補の得票率がそのままストレートに
反映されるわけではない。各州に人口比率によって割り当
てられた選挙人票が配分され、各州の投票結果で選挙人が
どの候補に票を投じるかを決める。大半の州では、勝者が
その州の選挙人を総取りする方式だ。僅差の場合、州ごと
に再集計が行われることもある。2000年の選挙では、人口
の多いフロリダ州の選挙が接戦となり、結果の確定まで法
廷闘争を含み、1カ月ほどの期間を要した。

＊
　グローバル経済の成長の果実を分け合うというのが、国
際分散投資の基本。そのため前提になるのは、世界経済が
成長を続けることだろう。中国とのデカップリングに代表
されるように、米国の動きは、その行方を左右する重要な
ファクターの１つだ。大統領選のスケジュールや候補者の
政策に関しては、しっかり把握しておきたいところだ。

1月から11月までのロングラン、延長戦も？

（出所）QUICKのデータ等をもとに当社作成

（出所）各種資料をもとに当社作成

■ 図表1	 2016年の米国株の動き
 （日次、2016年1月4日＝100）

■ 図表3	 米大統領選挙・選挙人方式の仕組み
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（出所）各種資料をもとに当社作成。写真は2020年の選挙時のもの（写真：共にAFP/アフロ）

■ 図表2	 米大統領選挙のスケジュール
2024年1月15日 アイオワ州の党員集会（共和党）

1月23日 ニューハンプシャー州予備選挙（民主党）

11月5日 大統領選挙  投開票日

2025年1月20日 大統領就任式

3月5日 スーパーチューズデー
テキサス州やカリフォルニア州など
で一斉に予備選挙など実施

8月19日-22日 民主党大会　正式に党の候補者が決定

7月15日-18日 共和党大会
正式に党の候補者が決定

投票日までに、
正副大統領候補者の
テレビ討論会を実施

投票

全米集計

（選挙人6人）

全選挙人の過半数を獲得すれば勝利

得票率 X候補 60％ Y候補 40％

結果 勝者がA州の選挙人を総取り
※メーン州、ネブラスカ州を除く
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11月8日  トランプ候補が大統領選に勝利

9月2日  クリントン候補が薬価に関する政策提言




